
NIVの各種毒性試験における無毒性量等の比較
（無毒性量等が低用量の試験を抜粋）

低用量 高用量

マウス１２週間亜急性
毒性試験（#405）

マウス２年間慢性
毒性試験（#272）

LOAEL：0.7

 

mg/kg体重/日

ラット２８日間亜急性
毒性試験（#404）

LOAEL：0.6

 

mg/kg体重/日

ラット９０日間亜急性
毒性試験（#657）

LOAEL：0.4

 

mg/kg体重/日

マウス１年間慢性
毒性試験（#284）

LOAEL：0.7

 

mg/kg体重/日

マウス４週間投与
毒性試験（#482）

0.03

 

mg/kg体重/日でIgA上昇？

LOAEL：0.7

 

mg/kg体重/日

マウス生殖発生
毒性試験（#714）

NOAEL：
0.7

 

mg/kg体重/日
LOAEL：
1.4

 

mg/kg体重/日

マウス２８日間投与
毒性試験（#634）

＜生殖発生＞

＜亜急性・慢性＞

＜免疫系への影響＞

SCFでTDIの設定根拠となった最小毒性量（0.7 mg/kg体重/日）
＜マウス１及び２年間慢性毒性試験（＃284、272）＞

マウス４～８週間
投与毒性試験（#383）

0.9

 

mg/kg体重/日でIgA上昇

3.8

 

mg/kg体重/日で
IgAに変化なし

資 料 ３

ラット３０日間亜急性
毒性試験（#237）

LOAEL：2

 

mg/kg体重/日NOAEL：0.4

 

mg/kg体重/日
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